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第 2 回陸自見学ツアーを開催
 

５
月
27
日
（
木
）、

長
崎
県
立
西
彼
農
業

高
等
学
校
に
お
け
る

職
業
講
話
に
海
上
自

衛
隊
・
護
衛
艦
「
あ

し
が
ら
」
乗
員
の
川

口
海
都
１
海
士
（
平

成
28
年
度
に
同
高
校

を
卒
業
）
が
講
師
と

し
て
招
か
れ
、
本
校

を
担
当
す
る
琴
海
地

域
事
務
所
が
こ
れ
を

支
援
し
ま
し
た
。

　

講
話
は
、
全
校
生

徒
を
対
象
と
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ

れ
、
入
隊
の
動
機
や

勤
務
環
境
、
自
衛
隊

で
の
役
割
・
任
務
、

志
願
か
ら
受
験
ま
で

の
足
取
り
な
ど
、
自

リクルーターの活躍が光った就職セミナー
　

長
崎
地
本
は
４
月
28
日
（
土
）、

相
浦
駐
屯
地
に
お
い
て
第
２
回
陸

自
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
高
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
男
女

12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
募
集
対
象
者

に
対
し
駐
屯
地
内
を
見
学
し
な
が

ら
、
多
様
な
職
種
や
職
域
、
充
実

し
た
生
活
環
境
を
説
明
し
、
自
衛

官
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う

目
的
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
水
陸
機
動
団
創
設
と

相
浦
駐
屯
地
設
立
63
周
年
の
記
念

行
事
が
行
わ
れ
、
観
閲
行
進
や

ボ
ー
ト
体
操
、
そ
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
水
陸
両
用
車
に
よ
る
戦
闘

訓
練
を
見
学
し
、
自
衛
隊
車
両
の

試
乗
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
陸
機
動
団
の
多
数
の

装
備
品
等
の
展
示
が
あ
り
、
参
加

者
は
普
通
科
を
は
じ
め
、機
甲
科
、

特
科
、
施
設
科
、
通
信
科
、
武
器

科
、
需
品
科
、
衛
生
科
職
種
に
つ

い
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、
戦
闘
服
や
制
服
の
試
着
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
外
見
や
着
心
地
を
確

認
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
警
務
隊
と
会
計
隊
の
担

当
者
か
ら
直
に
説
明
を
受
け
、
陸

自
の
幅
広
い
職
種
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
者
か
ら

は
、「
陸
上
自
衛
隊
に
入
る
と
い

う
意
志
が
強
く
な
っ
た
。」「
会
計

職
種
に
興
味
を
も
っ
た
。」
等
の

声
が
聞
か
れ
、
自
衛
官
と
い
う
職

業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
認
識
い

た
だ
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。

「海上自衛官　母校を訪問！」

分
が
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
を
丁
寧
に

紹
介
す
る
と
と
も
に
、

受
験
に
あ
た
り
高
校

生
が
気
に
な
る
点
を

重
点
的
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
母
校
の

先
輩
が
立
派
に
成
長

し
、
自
衛
隊
で
活
躍

す
る
姿
を
見
て
、
自

衛
隊
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　

琴
海
所
は
、
今
後

も
地
域
の
学
校
と
自

衛
隊
と
の
「
か
け
は

し
」
と
な
り
、
自
衛

隊
を
理
解
し
て
頂
く

環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
琴
海
所
）

 

長
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長　

浦
田　

正
）
は
、
５
月
23
日
（
水
）、

長
崎
地
本
の
支
援
の
も
と
、
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
地
区
会
長
、
役
員

合
わ
せ
て
53
名
の
参
加
が
あ
り
、

29
年
度
事
業
報
告
、
30
年
度
事
業

計
画(

案)

、
30
年
度
役
員
の
承
認
、

会
則
の
変
更
等
を
議
案
と
し
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
自
衛
隊
家
族
会

会
長
表
彰
受
賞
者
３
名
、
県
自
衛

隊
家
族
会
会
長
表
彰
受
賞
者
21
名

に
対
し
、
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
後
に
「
わ
た
く
し
た
ち
の
信
条
」

を
役
員
一
同
で
読
み
上
げ
て
、
改

め
て
家
族
会
員
と
し
て
の
自
覚
を

胸
に
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
意
見
交
換
会
を

行
い
大
村
市
長
や
各
部
隊
長
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

                      
事
務
局
長　

                               
緒
方　

勝
広

長
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
定
期
総
会
を
開
催

　

長
崎
地
本
は
、
４
月
28

日
（
土
）、
県
立
総
合
体
育

館
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ビ
社

主
催
に
よ
る
30
年
度
就
職

を
目
指
す
大
学
生
を
対
象

と
し
た
合
同
企
業
説
明
会

へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

企
業
等
17
社
、
大
学
生

55
名
が
参
加
し
、
長
崎
地

本
か
ら
は
長
崎
募
集
案
内

所
及
び
大
村
地
域
事
務
所

の
広
報
官
等
の
ほ
か
、
一

般
大
学
か
ら
一
般
幹
部
候

補
生
と
し
て
入
隊
し
た
陸
・

海
・
空
自
の
若
手
幹
部
自

衛
官
3
名
の
支
援
を
得
て
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
本
ブ
ー
ス
へ
は
16
名

の
学
生
に
来
訪
し
て
い
た

だ
き
、
陸
自
第
16 
普
通
科

連
隊
（
大
村
）
の
辛
島
健

友
２
陸
尉
は
、
海
外
で
の

勤
務
、
部
下
指
導
の
厳
し

さ
な
ど
を
、
海
自
第
22
航

空
隊
（
大
村
）
の
田
中
雅
之

１
海
尉
は
、
大
学
院
卒
の
救

難
ヘ
リ
操
縦
者
と
い
う
経
歴

が
学
生
の
興
味
を
ひ
き
、
救

難
現
場
で
の
自
衛
隊
の
活
躍

を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、空
自
第
43
警
戒
群
（
背

振
山
）
の
清
水
沙
羅
２
空
尉

は
、
女
性
自
衛
官
の
目
線
で

女
性
の
役
割
や
活
躍
、
教
育

隊
区
隊
長
の
経
験
か
ら
空
自

の
教
育
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

先
輩
達
の
生
の
声
を
聞
い

た
学
生
か
ら
は
、「
私
で
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
」、「
栄

養
士
の
資
格
を
取
得
予
定
な

の
で
、
活
か
せ
る
仕
事
は
あ

る
か
？
」、「
訓
練
は
厳
し
い

の
か
？
」
等
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
支
援
隊
員
は
一

つ
一
つ
丁
寧
に
回
答
し
て
い

ま
し
た
。
学
生
と
年
齢
も
近

い
こ
と
も
あ
り
、
説
明
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
実
施
さ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
支
援
頂

い
た
3
名
の
方
及
び
派
出
い
た
だ

い
た
各
部
隊
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

投
稿
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第
47
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

投
稿

御
霊
よ
安
ら
か
に
、
大
村
航
空
基
地
追
悼
式　

︻
退
官
︼

　

人　

事

募
集
業
務
支
援
を
経
験
し
て

募
集
業
務
支
援
を
経
験
し
て

募
集
業
務
支
援
を
経
験
し
て

　

第
22
航
空
群
（
群
司
令
：

岡
田
真
典 

海
将
補
）
は
、
４

月
18
日
（
水
）
大
村
航
空
基

地
内
「
殉
空
の
碑
」
の
前
で

平
成
30
年
度
大
村
航
空
基
地

追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
殉
空
の
碑
」
は
、
昭
和

40
年
７
月
の
救
難
飛
行
艇
Ｕ

Ｆ
︱
２
事
故
の
翌
年
、
同
日

に
大
村
海
軍
航
空
隊
の
英
霊

と
と
も
に
合
祀
し
て
、
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成

21
年
12
月
の
救
難
ヘ
リ
Ｓ
Ｈ

︱
60
Ｊ
の
航
空
事
故
等
、
大

村
航
空
基
地
開
隊
以
来
殉
職

さ
れ
た
隊
員
12
柱
の
御
霊
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

追
悼
式
は
、
暖
か
な
春
陽

の
中
、
殉
職
隊
員
の
ご
遺
族

７
名
と
来
賓
の
ご
臨
席
の

下
、
佐
世
保
音
楽
隊
の
演
奏

を
交
え
て
殉
職
隊
員
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
厳
か
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
航
空
群
司
令

は
、「
我
が
国
の
平
和
と
安

全
を
願
い
、
国
家
・
国
民

の
た
め
、
全
身
全
霊
を
捧

げ
海
上
防
衛
の
任
に
邁
進

さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、

志
半
ば
で
職
に
殉
ぜ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
、

こ
れ
か
ら
も
御
霊
の
ご
遺

志
を
受
け
継
ぎ
、
刻
々
と

変
化
す
る
国
内
外
の
情
勢

に
即
応
し
、
与
え
ら
れ
た

任
務
を
整
斉
と
遂
行
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
課
題
の

克
服
に
挑
戦
し
、
精
強
な

第
22
航
空
群
を
維
持
し
て

ま
い
り
ま
す
。」
と
隊
員
を

代
表
し
て
追
悼
の
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
（
第
22
航
空
群
広
報
室
）

お世話になりました

　

私
は
、

Ｆ
２
戦
闘
機
操
縦
教
育

を
控
え
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
す
。
去
る
、

４
月
13
日
か
ら
５
月
13
日
ま
で
の

間
、
長
崎
地
本
に
募
集
業
務
支
援

で
参
り
ま
し
た
。
入
隊
以
来
、
飛

行
部
隊
を
中
心
と
し
た
勤
務
で
、

今
回
の
よ
う
な
広
報
活
動
の
現
場

は
初
め
て
で
あ
り
、
多
く
の
事
を

吸
収
す
る
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
地
域
の
皆
様
に
お
伝
え
し

た
い
と
い
う
思
い
で
勤
務
し
ま
し

た
。
こ
の
期
間
中
に
お
い
て
、
長

崎
帆
船
ま
つ
り
、
就
職
説
明
会
、

相
浦
駐
屯
地
設
立
記
念
行
事
、
Ｄ

Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
博
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
き
く
2
つ
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
自
衛
官
と
し
て
地
域

の
方
々
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
自

身
の
操
縦
技
量
を
磨
く
こ
と
の
み

に
焦
点
を
置
い
て
お
り
、
地
域
の

方
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
直
接
お
話
を

聞
く
こ
と
で
、
自
衛
官
と
し
て
の

使
命
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
募
集
は
地
道
な
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多
く
の
学
生
の

方
々
が
募
集
ブ
ー
ス
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
り
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

お
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
学
生
の
方
々
の
多
く
は
、「
自

衛
隊
は
体
力
が
な
い
と
や
っ
て
い

け
な
い
。
訓
練
が
多
く
、
休
日

が
少
な
い
。
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
正
し
い
情
報
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
で
自
衛
隊
の
仕
事
に

対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
る
と
と

も
に
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
か
ら
、
広
報
官
と
し
て
親

身
に
対
応
す
る
こ
と
が
募
集
の

第
一
歩
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
臨
時
勤
務
を
通
し
て
得

ら
れ
た
経
験
を
部
隊
に
持
ち
帰

り
、
還
元
す
る
と
と
も
に
今
後

の
自
衛
隊
生
活
の
資
と
し
た
い

で
す
。

　
（
航
空
教
育
集
団
司
令
部
付

　
　
　
　
　
　

３
空
尉　

平
野　

侑
）　

投
稿

　

５
月
19
日（
土
）、「
長
崎
市
ふ
く

の
会
」
主
催
の
第
47
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
が
長
崎
市
浦
上
地
区

（
川
口
公
園
周
辺
）
に
お
い
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
風
の
強
い
曇
り
空
の

中
、
市
側（
県
立
大（
シ
ー
ボ
ル
ト

校
）
含
む
。
）
か
ら
約
25
名
、
自

衛
隊
側
は
、
長
崎
地
本
か
ら
小
谷

本
部
長
を
含
め
10
名
、
長
崎
防
衛

支
局（
支
局
長
：
水
野
谷
技
官
）
か

ら
３
名
、
護
衛
艦「
こ
ん
ご
う
」（
艦

長
：
廣
中
１
海
佐
）
か
ら
15
名
、

護
衛
艦
「
あ
し
が
ら
」（
艦
長
：
川

野
１
海
佐
）
か
ら
16
名
、
護
衛
艦

「
し
ま
か
ぜ
」（
艦
長
：
吉
福
２
海
佐
）

か
ら
13
名
、
護
衛
艦
「
あ
き
づ
き
」

（
艦
長
：
那
須
２
海
佐
）
か
ら
５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
前
に
川
口
公
園
広

場
に
集
合
し
、
冒
頭
、
長
崎
市

役
所
北
部
環
境
セ
ン
タ
ー
の
近

藤
氏
か
ら
、
清
掃
実
施
要
領
等

の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
参
加

し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

約
１
時
間
余
り
川
口
公
園
周
辺

の
道
路
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実

施
し
て
、
環
境
美
化
に
努
め
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、「
県
民
と
の
か
け

は
し
」
と
な
れ
る
よ
う
引
き
続

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

︻
配
置
換
え
︼

佐
世
保
セ
ン
タ
ー
長
へ

島
原
所
長
へ

大宅哲則３尉前崎安貞１尉

定
年
准
尉　

中
島　

巧
一

　
　
　
　
　
　

以
上
5
月
27
日
付

～来月のイベント情報～

７月下旬
春日基地夏祭り　　　福岡県春日市：春日基地　

７月２９日（日）
とどろき名水まつり　高来支所前広場
みんなで一緒に学 BOUSAI in　島原半島　 がまだすドーム


